
教員のＩＣＴ活用指導力のチェックリスト（小学校版）

 

ＩＣＴ環境が整備されていることを前提として、以下のA-1からE-2の１８項目について

右欄の４段階でチェックしてください。 

 

Ａ 教材研究・指導の準備・評価などにICTを活用する能力  

A-1 教育効果をあげるには、どの場面にどのようにしてコンピュータやインターネ

ットなどを利用すればよいかを計画する。 
A-2 授業で使う教材や資料などを集めるために、インターネットや CD-ROM など

を活用する。 
A-3 授業に必要なプリントや提示資料を作成するために、ワープロソフトやプレゼ

ンテーションソフトなどを活用する。 
A-4 評価を充実させるために、コンピュータやデジタルカメラなどを活用して児童

の作品・学習状況・成績などを管理し集計する。 
Ｂ 授業中にICTを活用して指導する能力  

B-1 学習に対する児童の興味・関心を高めるために、コンピュータや提示装置など

を活用して資料などを効果的に提示する。 
B-2 児童一人一人に課題を明確につかませるために、コンピュータや提示装置など

を活用して資料などを効果的に提示する。 
B-3 わかりやすく説明したり、児童の思考や理解を深めたりするために、コンピュ

ータや提示装置などを活用して資料などを効果的に提示する。 
B-4 学習内容をまとめる際に児童の知識の定着を図るために、コンピュータや提示

装置などを活用して資料などをわかりやすく提示する。  
Ｃ 児童のICT活用を指導する能力  

C-1 児童がコンピュータやインターネットなどを活用して、情報を収集したり選択

したりできるように指導する。 
C-2 児童が自分の考えをワープロソフトで文章にまとめたり、調べたことを表計算

ソフトで表や図などにまとめたりすることを指導する。 
C-3 児童がコンピュータやプレゼンテーションソフトなどを活用して、わかりやす

く発表したり表現したりできるように指導する。 
C-4 児童が学習用ソフトやインターネットなどを活用して、繰り返し学習したり練

習したりして、知識の定着や技能の習熟を図れるように指導する。 
Ｄ 情報モラルなどを指導する能力  

D-1 児童が発信する情報や情報社会での行動に責任を持ち、相手のことを考えた情

報のやりとりができるように指導する。 
D-2 児童が情報社会の一員としてルールやマナーを守って、情報を集めたり発信し

たりできるように指導する。 
D-3 児童がインターネットなどを利用する際に、情報の正しさや安全性などを理解

し、健康面に気をつけて活用できるように指導する。 
D-4 児童がパスワードや自他の情報の大切さなど、情報セキュリティの基本的な知

識を身につけることができるように指導する。 
Ｅ 校務にICTを活用する能力  

E-1 校務分掌や学級経営に必要な情報をインターネットなどで集めて、ワープロソ

フトや表計算ソフトなどを活用して文書や資料などを作成する。 
E-2 教員間、保護者・地域の連携協力を密にするため、インターネットや校内ネッ

トワークなどを活用して、必要な情報の交換・共有化を図る。 
 

※ＩＣＴ：Information and Communication Technologyの略語。コンピュータやインターネットなどの 

情報コミュニケーション技術のこと。 
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教員のＩＣＴ活用指導力のチェックリスト（中学校・高等学校版） 

 

ＩＣＴ環境が整備されていることを前提として、以下のA-1 からE-2 の１８項目について

右欄の４段階でチェックしてください。 

 

Ａ 教材研究・指導の準備・評価などにICTを活用する能力  

A-1 教育効果をあげるには、どの場面にどのようにしてコンピュータやインターネ

ットなどを利用すればよいかを計画する。 
A-2 授業で使う教材や資料などを集めるために、インターネットや CD-ROM など

を活用する。 
A-3 授業に必要なプリントや提示資料を作成するために、ワープロソフトやプレゼ

ンテーションソフトなどを活用する。 
A-4 評価を充実させるために、コンピュータやデジタルカメラなどを活用して生徒

の作品・学習状況・成績などを管理し集計する。 
Ｂ 授業中にICTを活用して指導する能力  

B-1 学習に対する生徒の興味・関心を高めるために、コンピュータや提示装置など

を活用して資料などを効果的に提示する。 
B-2 生徒一人一人に課題意識をもたせるために、コンピュータや提示装置などを活

用して資料などを効果的に提示する。 
B-3 わかりやすく説明したり、生徒の思考や理解を深めたりするために、コンピュ

ータや提示装置などを活用して資料などを効果的に提示する。 
B-4 学習内容をまとめる際に生徒の知識の定着を図るために、コンピュータや提示

装置などを活用して資料などをわかりやすく提示する。 
Ｃ 生徒のICT活用を指導する能力  

C-1 生徒がコンピュータやインターネットなどを活用して、情報を収集したり選択

したりできるように指導する。 
C-2 生徒が自分の考えをワープロソフトで文章にまとめたり、調べた結果を表計算

ソフトで表やグラフなどにまとめたりすることを指導する。 
C-3 生徒がコンピュータやプレゼンテーションソフトなどを活用して、わかりやす

く説明したり効果的に表現したりできるように指導する。 
C-4 生徒が学習用ソフトやインターネットなどを活用して、繰り返し学習したり練

習したりして、知識の定着や技能の習熟を図れるように指導する。 
Ｄ 情報モラルなどを指導する能力  

D-1 生徒が情報社会への参画にあたって責任ある態度と義務を果たし、情報に関す

る自分や他者の権利を理解し尊重できるように指導する。 
D-2 生徒が情報の保護や取り扱いに関する基本的なルールや法律の内容を理解し、

反社会的な行為や違法な行為などに対して適切に判断し行動できるように指導

する。 
D-3 生徒がインターネットなどを利用する際に、情報の信頼性やネット犯罪の危険

性などを理解し、情報を正しく安全に活用できるように指導する。 
D-4 生徒が情報セキュリティに関する基本的な知識を身に付け、コンピュータやイ

ンターネットを安全に使えるように指導する。 
Ｅ 校務にICTを活用する能力  

E-1 校務分掌や学級経営に必要な情報をインターネットなどで集めて、ワープロソ

フトや表計算ソフトなどを活用して文書や資料などを作成する。 
E-2 教員間、保護者・地域の連携協力を密にするため、インターネットや校内ネッ

トワークなどを活用して、必要な情報の交換・共有化を図る。 
 

※ＩＣＴ：Information and Communication Technologyの略語。コンピュータやインターネットなどの

情報コミュニケーション技術のこと。 
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資料３ 教育委員会・学校における情報化の推進体制 

 
 

教育委員会と学校が連携した教育の情報化の推進体制 

教育の情報化については，ＩＣＴ環境整備，授業でのＩＣＴ活用，支援のための人材，

情報セキュリティ，保護者や地域への情報発信など，様々な側面から課題が挙げられるが，

これらを克服し，情報化のメリットを最大限，教育の質の向上へとつなげていくためには，

教育の情報化について計画的かつ組織的な取組みが不可欠である。 
 これらの課題を含め様々な課題に

総合的に対応していくためには，教

育の情報化について地域・学校のそ

れぞれで責任あるマネジメント体制

を整えたり，教育委員会や学校の現

場レベルの支援のために外部人材を

活用したりするなど，教育委員会及

び学校において，学校のＩＣＴ化の

サポート体制を整備することが必要

である。 
  

学校のＩＣＴ化のサポート体制

の全体像は右図のようなイメージと

なる。教育委員会及び学校において，

教育の情報化を計画的かつ組織的に

進めるための統括責任者（ＣＩＯ：

Chief Information Officer）として

「教育ＣＩＯ」と「学校ＣＩＯ」が

その機能を発揮し，また，学校にお

いて教員の授業支援等を行う人材と

して「ＩＣＴ支援員」を積極的に活

用する体制である。 
 
 
「『学校の情報化』に向けた管理職のアクション」の自己評価 

このチェックリストは，『学校の情報化』を進めるに当たり，管理職がとるべきアクシ

ョンを自己評価するためのものです。  
副校長や教頭，教務主任や情報主任と一緒に５つの領域の各項目について，「あてはま

る」「ややあてはまる」「あまりあてはまらない」「あてはまらない」の４段階で評価してみ

ましょう。そして，評価の低い領域や項目について，改善のアクションを検討してみまし

ょう。 
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S：戦略的な学校経営 
S-1 教育の情報化の重要性を理解し，職員会議や授業研究会等の場

で，教職員に周知している。 
S-2 文部科学省等のホームページを閲覧し，教育の情報化に関わる

施策等の情報収集を行っている。 
S-3 学校の情報化を推進するための校務分掌を組織し，適切な人材

配置を行っている。 
S-4 教員のＩＣＴ活用指導力向上のために学校内外での研修機会を

提供している。 
S-5 学校のＩＣＴ機器を最大限活用するために配置や利用の工夫を

行っている。 
S-6 学校の情報化を支援する外部人材や技術サポートを活用してい

る。 
S-7 ＩＣＴ環境整備の充実や情報化推進施策について教育委員会に

要望したり，協議したりしている。 
 

 

A：学力向上のためのＩＣＴ活用 
A-1 教材研究・指導の準備などにＩＣＴを活用することを促してい

る。 
A-2 週案のチェックや授業観察等で教室での日常的なＩＣＴ活用を

確認している。 
A-3 普通教室で用いるための教科指導用デジタルコンテンツを整備

している。 
A-4 ＩＣＴ活用の学力向上への効果を学力テストの結果等で確認し

ている。 
 

 

B：情報活用能力の育成と情報モラル教育への対応 
B-1 各教科の学習活動の中で情報活用能力の育成に配慮するよう教

員を指導している。 
B-2 総合的な学習の時間のカリキュラムに情報活用能力を育成する

学習活動を組み込んでいる。 
B-3 情報モラル教育を教育課程に位置付け，日常的な指導と組み合

わせて計画的に実施している。 
B-4 携帯電話やインターネットの安全な利用について保護者と連携

した取り組みを行っている。 
 

 

C：校務の情報化と情報セキュリティへの対応 
C-1 校務の情報化を積極的に進め，校務の効率化を図っている。 
C-2 校務処理のためのシステム，ＩＣＴ機器の整備に配慮している。 
C-3 個人情報保護のための具体的な手順を策定し，徹底している。 
 
C-4 著作権の遵守について，教職員，学習者や保護者の理解を促し

ている。 
 

 

D：保護者・地域・学校外への広報・説明責任 
D-1 情報管理を徹底した上で学校ウェブサイトによる情報発信を積

極的に行っている。 
D-2 保護者・地域住民等に必要な情報公開を行っている。 

 

『学校の情報化』に向けた管理職のアクション」の自己評価
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